
待望の翻訳 ——。
エアロゾルの特性，挙動，測定方法につい

て，基本となる物理的・化学的原理から測

定に用いる機器までを詳解．

数学的・物理的な解析はもちろんのこと，

章末の演習問題により，エアロゾルの性質

を定量的に表すことの重要性も理解できる．

［原著］

Aerosol Technology, 3rd Edition

(John Wiley & Sons, 2022)
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